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２０２３年３月２３日 

各 位 

株式会社 岩手銀行 

 

サステナビリティ方針の策定ならびに気候変動対応に関する目標の設定について 

 

 株式会社岩手銀行（頭取 岩山 徹）は、当行グループの「サステナビリティ方針」を策

定するとともに、気候変動対応に関する目標等を設定しましたのでお知らせいたします。 

 

サステナビリティ（sustainability、持続可能性）は、経済価値を創造する企業が持続可

能であるためには、土台となる環境価値と社会価値が持続可能であることを前提とし、環

境、社会、経済の３つの要素に与える影響を考慮することが自らの事業活動の長期的な維

持継続に欠かせないとする共通理念であります。 

当行グループとしては、脱炭素社会の実現に代表される環境課題や地域における

ＳＤＧｓ・ＥＳＧに対する先導的な役割を担うことに加え、東日本大震災を乗り越えた経

験から得た教訓を次世代に繋ぎ、共有することで、社会・経済基盤の維持・安定と強靭性

の向上に取り組んでまいります。 

 当行グループは、今般策定したサステナビリティ方針の下、地域社会とともに環境、社

会、経済それぞれの共通価値を創造し、長期的かつ持続的に企業価値を高めていくととも

に、地域のリーディングカンパニーとして内外のサステナビリティを巡る諸課題に積極的

かつ組織的に取り組んでいく所存です。 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

岩手銀行 総合企画部 漆沢 

電話：019-623-1111（代表） 
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記 

 

１．サステナビリティ方針 

岩手銀行グループ（以下、当行グループという）は、持続的な地域社会の実現に

向けて、地域、お客さま、株主・投資家のみなさま、当行グループ職員をはじめと

するすべてのステークホルダーの権利や立場を尊重しながら、事業活動を通じてみ

なさまとともに環境、社会、経済のそれぞれの共通価値を創造してまいります。 
 

１．地域やお取引先における多様な課題の解決に資する事業活動を通じて、「地域経済

の発展」と「当行グループの企業価値の向上」の好循環を創出します。 
 

２．お客さまや地域のニーズに合った良質な金融機能の開発、提供に努め、当行グルー

プの使命である地域経済の活性化や豊かな暮らしの実現を目指します。 
 

３．豊かな自然環境を有する岩手県を主たる営業地盤とする企業グループとして環境に

配慮した経営を実践し、経済成長と環境保全の両立を目指します。 
 

４．経営の透明性の向上や監督機能の強化など、より高い水準のコーポレート・ガバナ

ンス体制の確立を目指し、全ての職員が高い倫理観をもって職務を遂行します。 
 

５．人材はあらゆる価値の源泉であるとの認識のもと、職員一人ひとりの能力を最大限

に発揮できる環境を整え、多様性、人格、個性を尊重する働き方を実現します。 
 

６．経営情報の積極的かつ公正な開示に努め、あらゆるステークホルダーとの継続的か

つ建設的な対話を通じて、当行グループに対する期待と信頼に応えていきます。 
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２．特定セクターに対する融資方針 

  サステナビリティ方針を踏まえ、環境・社会に対して負の影響を助長する可能性の高

い特定セクターへの融資を制限することについて、次のとおり明確化します。 
   

 １．石炭火力発電事業 

石炭火力発電所の新設案件への融資は、原則としていたしません。 

ただし、エネルギー安定供給に必要不可欠で温室効果ガスの削減を実現する

案件※１については、慎重に対応を検討します。 

※１ 超々臨界圧などの環境へ配慮した技術を有する案件 
 

２．パーム油農園等開発事業 

パーム油農園等の開発事業において、違法な森林伐採や生物多様性を毀損す

る案件への融資はいたしません。 
 

３．非人道兵器製造関連事業 

クラスター弾等の非人道兵器の開発・製造に関与する事業者に対しては、資

金使途を問わず融資いたしません。 
 

４．人権侵害に関与する事業 

人身売買、児童労働または強制労働に関与する事業者に対しては、資金使途

を問わず融資いたしません。 

 

   

 

３．サステナブルファイナンス 

  地域金融機関には、ＳＤＧｓやＥＳＧに対する地域の取り組みを促す役割が期待され

ており、投融資等のファイナンスを通じて環境・社会課題の解決に貢献していくため、

ファイナンスの実行目標を設定し積極的に推進します。 
   

 ＜サステナブルファイナンスの定義＞ 

環境課題や社会課題の解決ならびに持続可能な社会の実現に資する投融資・リ

ース取引 

＜目標額と期間＞ 

目標額 サステナブルファイナンス実行等累計額 ５，０００億円 

期 間 ２０２１年度～２０３０年度※２ 

※２ 当行がＴＣＦＤ（気候関連財務情報開示タスクフォース）提言に賛同した

２０２１年度からＳＤＧｓ達成期限の２０３０年度までの１０年間 
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４．当行グループの温室効果ガス（ＧＨＧ）排出量の削減 

  当行グループが地域の脱炭素社会の実現に向けて先導的役割を果たしていくため、次

の目標を定め、ＧＨＧ排出量の削減に取り組みます。 
   

 ＜当行グループのＧＨＧ排出量の削減目標＞ 

２０３０年度 Ｓｃｏｐｅ１、２ ネットゼロ 

２０５０年度 Ｓｃｏｐｅ１～３ ネットゼロ 

 

豊かな森林・海洋資源の保全や、地域の再生可能エネルギー由来電源開発、

ＣＯ２貯留などへの取り組み・関与を通じて、ＧＨＧ排出量の削減に貢献して

いきます。 

 これらの取り組みにより、将来的に社会全体のＧＨＧ排出量が吸収量を下回

る状態「カーボンネガティブ」の実現を目指していきます。 
 

 

   

 

―以 上― 


